
サンプルテキスト

   

  

ニュースコンテナ記事 No．５                                                     ■ 発行 ２００６．３．１０       

１７年度上半期の硫酸ピッチ不適正処分調査結果 環境省 
 

 

 

 

    

      

〒336 -0015 埼玉県さいたま市南区大字太田窪 2051 番地 2 

TEL.048-887-2590   FAX.048-886-2817 
ＵＲＬ：www.knights.co.jp 

「あなたの分析室Ｗｅｂシステム｣ 過去データから最新の分析結果、分析の進捗状況まで 

あなたのパソコンからいつでも好きなときにご確認いただけます。 

まずは、お問合せください。 

今すぐ、結果が知りたい！っと思った事ありませんか？ 業界初新サービス、しかも無料！ 

 
環境省は平成 18年 2月 15 日、平成 17 年度上半期に全国で確認された硫酸ピッチの不適正処分に

ついての調査結果を公表しました。 

 硫酸ピッチは灯油と重油を混ぜて不正に軽油を製造する際に副産物として生じる有害物質で、不

法投棄や不適正保管等が問題とされ、健康被害の他に大気・水質・土壌を汚染する可能性が指摘され

ています。 

 発表によると、17 年度上半期の不適正処分件数は 13 件で不適正処分量はドラム缶にして 1,127 本

で、16年度上半期の不適正処分件数が21件、不適正処分量がドラム缶にして 1,837本であったことと

比較すると、件数、量ともに減少していました。 

 不適正処分件数は 16 年度上半期以降、不適正処分量は 15 年度上半期以降、減少傾向が続いてい

ることから、硫酸ピッチ処理基準を定めた廃棄物処理法施行令の改正が成果として表れたものとみら

れています。 

 また、17 年度の不適正処分量の形態としては、不適正保管が 9 件で約 69％、不法投棄が 3 件で約

23％を占め、その実行者は、排出事業者及び不明がそれぞれ 4 件で約 31％と最も多く、収集運搬業

者の 2件で約 13％がこれに続いている状況です。 

 尚、17 年度上半期末までの累計で不適正処分が確認された硫酸ピッチの処理状況は、全不適正処

分件数 241 件、全不適正処分量ドラム缶 62,998 本に対して、178 件（約 74％）、ドラム缶 44,645 本（約

71％）が処理済みとなっていました。 

  

当社では、産業廃棄物の分析を行っております。お気軽にお問い合わせ下さい。 
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